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現代財政

１．方法

学の新しい体系（内山）

的独自性と体系の骨格

私は自身の

築を試みたが

に集約できる

日本財政の全

このためには

た財政機能論

編著『現代の財政』において

，ここではまず，本書の執筆

。１つは財政や税制に関心を

体，及び財政問題の原因や民

何よりも現代財政学の明快な

や本質規定にもとづくことが

，独自の方法にもとづく現

意図を説明することからは

持つ多くの人々が本書の学

主的解決の方向を理解でき

体系が示され，財政問題の

求められる。

代財政学の新しい体系の構

じめよう。それは次の３点

習によって現代財政，特に
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分析や政策論が首尾一貫し
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経済学」をベースとした体

返ると新古典派 主流派経

冷厳な現実であるといわざ
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停滞など時代文脈の不利が

では決してない。大学の経

，復興に資することを意
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制批判と克服の経済学と見
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代にかけてそ
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教育・研究は依然として不可
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うであったように，主流派
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法的独自性から本書の３つの

配，経済安定の３つに「環境

２に，現代財政を規定する三
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部（１―５章）はいわば「現

は現代財政のみならず，財政

現代財政の個別領域」を説明
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分配―社会保障の財政」と

現代財政論の体系は，次のよ

代財政の理論とシステム」の

学一般の「固有の領域とし

する諸概念は体系を支
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いうように，である。

うに 部 章構成で展

スケッチまたは全体像

ての租税公債論（６―

章）」，第３部

論とシステムの

〈内山編著『

プロローグ
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第１章

（ ― 章）は「現代財政の主

説明を基礎とした第２ステー

現代の財政』の編成

現代財政へのアプローチ

現代財政のスケッチ

現代財政と国民経済 （１

要な個別分野の分析」であり

ジとして展開されている
）
。

．大きな政府の形成，２．現代財
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大きな政府

１）インフラ

現代財政

〔表１〕 現代財

の要因（第１章） 財政民主主

・ネットワーク 効率原則

学の新しい体系（内山）

政論の概念装置と諸概念の連鎖

義の原則 現代財政の機能（第２章

第１）資源配分

） 主要財政問題
（第３部４つの章）

インフラ整備（ 章）

２）福祉国家

３）有効需要
４）地域的・
５）国防費

（注）「 主要
いないこと

（効率と公正
生存権・公
（効率と公正

政策
地球的環境問題 環境原則

平和主義原

財政問題」の項のカッコ内に「未」とあ
を示す。

の両立）
正原則
の両立）

第２）所得再分配

第３）経済安定
第４）環境保全

則 第５）権力装置の維持

るのは，紙数の都合などから，内山編著

教育財政（未）
社会保障の財政（ 章）
教育財政（未）
財政政策論（未）
環境財政と環境税（ 章）
国防と の財政

（ 章）

『現代の財政』において執筆されて
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章 国と地方の財政関係

主要租税と公債

章 所得税

章 法人税

（１．現代財政の５機能 ２

一般会計と社会保険

財政投融資（インフラ整備と

．財政の公共性と階級性）

公的金融）

第８

第９

第

第３部

第

第

第

章 消費課税

章 税制改革の動向

章 公債の理論と公債問題

現代財政の役割と課題

章 国防と の財政

章 インフラ整備の財政（公

章 社会保障の財政（１．医

共投資論）

療・介護保険 ２．年金保険 ３．少子高齢社会）

第

エピロ

私たちの体

章 環境財政と環境税

ーグ 自立と連帯を支える財

２．従

系の独創性は，他の財政学テ

政

来の体系との差異

キストと比較すると明瞭である。主流派経済学の財政

学とマルクス

は驚くべき共

義論），経費

財政投融資

『財政学』（初

は「序章 現

経済学的財政学の内容には大

通性が見出される。すなわち

論，租税論，公債論を４つの

論，財政政策，地方財政など

版 年，現在第３版）は好著

代財政と公共部門 財政支

きな違いがあったが，よく

，いずれの学派のテキスト

柱とし，これに現代財政に特

を追加する形になっている。

ではあるが，対象を一般財

出 租税 公債発行」

観察すると，その枠組みに

も予算論（または財政民主主

有の現象，公共投資論，

たとえば貝塚啓明教授の

政（会計）に限定し，構成

である。
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まず社会経済

おく。

１） 島恭彦『

立命館経済

学的財政学，ないし批判的財

財政学概論』（ ）

学（第 巻・第３号）

政学の代表的なテキストについて，基本構成を見て

第１章

論 ５章

２） 加藤睦夫

第１部

３部 租税

３） 宮本・柴

第１章

財政学の対象と方法 ２章

地方財政論 ６章 予算論

『国家と経済―現代日本の財

現代の国家と財政 ２部 現

負担と公信用 ４部 広義の

田ほか編『現代財政学』（

財政学方法論 ２章 現代経

経費論 ３章 租税論 ４章

政論』（ ）

代財政の機能（公共投資，社会

財政（政府諸機関，中央と地方，

，『現代財政学体系』全４巻の第

費論 ３章 租税論 ４章

公信用及び公共投資

保障，市場としての政府）

フィスカルポリシー）

１巻）

公信用論 ５章 公企

業論 ６章

独占資本主

４） 佐藤進『

第１部

７部 地方

５） 林健久『

第１章

入 ６章

地方財政 ７章 予算論

義と財政

財政学入門』（ ，初版，７部

財政と財政学 ２部 予算

財政

財政学講義』（初版 ，全 章

財政と財政学 ２章 財政の

租税の一般理論 ７章 租税

８章 国際財政論 ９章 財

章編成）

３部 経費 ４部 租税 ５

）

理念 ３章 予算論 ４章

体系 ８章 現代の租税構造

政思想史 章 国家

部 財政と金融 ６―

経費論 ５章 公的収

９章 公債論 章

財政投融資

６） 神野直彦

第１編

５編 財政

未来へ

７） 重森・鶴

第 部

章 地方財政 章 現

『財政学』（ ，６編 章）

財政学のパースペクテイブ

のアウトプットとサブシステ

田・植田『 現代財政学』

財政民主主義 部 現代財

代財政の歴史的位相

２編 財政学のあゆみ ３

ム ６編 政府間財政関係

（新版 ，全６部 章）

政と公共部門（６つの章，機能

編 予算 ４編 租税

終章 財政の過去から

論） 部 税制と税制

改革（５つの

８） 金澤史男

序章 現

租税，・公債

政の特質（

これらの

学』」を除い

章） 部 財政と金融

編著『財政学』（ ）

代財政と財政学の方法 第１

） 第２部 公共部門の全体

財政金融政策，環境財政）

テキストには，さまざまの工

て先に指摘したような伝統的

部 地方財政 部 財政思

部 財政の骨格（財政民主主

像（財投，社会保障，公企業，

夫が見られるのではあるが

構成を踏襲し，現代財政に特

想の系譜

義，経費論，公共投資論，

），第３部 現代財

，「８）金澤編著『財政

有の問題を追加する形

になってい

新古典派

９） マスグ

第１部

５部 財政

） 能勢哲也

ることも事実である。

経済学的ないし公共経済学的

レイブ『財政学―理論・制度

総論（含，３機能論） 部 公

連 主義 ６部 財政政策

『現代財政学』（ ，全 章

財政学のテキストに以下のも

・政治』（ ．全７部 章．木

共支出の構造 ３部 課税の

７部 現代財政の諸問題

）

のがある。

下和夫監修）

原則 ４部 租税構造

（ ）



総論（

財政政策

） 貝塚啓

現代財政

１―４章），機能論（５―９章，

（ 章）

明『財政学』（初版 ，４部

学の新しい体系（内山）

政府消費，公共投資，移転支出

全 章，対象は一般財政のみ）

），租税・公債（ ― 章），

序章

行

） 本間正

（ つの

１．日

５．国民

共投資

現代経済と公共部門 ．公

明編著『ゼミナール・現代財

基軸 日本の財政問題，理論・歴

本財政 ２．財政

のくらしと税金 ６．税制改

９．教育と財政 ．国際化

共部門の概観 ．財政支出

政入門』（第２版， ，全 章

史，制度）

と日本経済 ３．財政赤字の

革の動き ７．国際化と企業

と安全保障 ．国際化と日

．租税 ．公債発

）

経済学 ４．地方の時代

税制 ８．社会資本と公

本農業 ．土地問題と

財政

） 井堀利

第１章

支出 ５

税 ９章

頼性

（参考

１ 市

．高齢化時代の財政（環境財

宏『財政学』（第２版， ，

政府の経済活動 ２章 日

章 民営化論 ６章 労働所

税制改革 章 公債の負

井堀利宏『ゼミナール公共経済

場と政府 ２ マクロ経済政

政の欠落）

全 章）

本の財政システム ３章 公

得税 ７章 資本所得税（

担 章 公債発行と財政運

学入門』 ，全 章）

策の役割 ３ 財政赤字の累

共財の理論 ４章 政府

法人税を含む） ８章 消費

営 章 財政政策の信

増と財政再建 ４ 再分

配政策

民主主義

） 林宣嗣

１．財

と経済効

と医療・

これら「９

５ 財源調達手段としての税

９ 地方分権と複数の政府

『財政学』（初版， ，全

政の役割 ２．財政制度 ３

果 ６．日本の税制と税制改

福祉 ９．景気変動と財政政

― 」のテキストについても

６ 経済規制 ７ 公共財

グローバル化と政府

章）

．財政（赤字）問題 ４．政

革 ７．社会保障の財政

策 ．地方財政

ほぼ同様のことが言える。

の供給 ８ 政府行動と

府支出論 ５．租税原則

年金 ８．同 高齢化

参考とすべきことは散見さ

れるが，基本

しかしなが

も事実である

編著『ゼミ

本の財政問題

みている。そ

教育と財政，

構成の限界は明らかであろう

ら，現代財政の重層性を整合

。その例として近年刊行され

ナール・現代財政入門』（全

」「理論・歴史」「制度」とい

の工夫は次の諸章，「財政と

国際化と安全保障，高齢化社

。

的に説明しようとするさま

た３点の著作をあげること

章， ）である。これは日

う３つの基軸から全 章で

日本経済，財政赤字の経済学

会の財政」に表れている。

ざまな試みが見られること

ができる。１つは本間正明

本財政を素材として，「日

現代財政の体系的説明を試

，社会資本と公共投資，

しかしながら，この編成が

どのような方

な地位を与え

その２は

成）である。

革 ４．財政

的に取り扱う

法から導かれたかということ

られていない。

植田和弘・重森暁・鶴田廣巳

この６部構成は「１．財政民

と金融 ５．地方財政 ６．

「第４部 財政と金融」は一

は明示されず，また社会保

編著『 現代財政学（

主主義 ２．現代経済と公共

財政思想の系譜」である。

歩掘り下げた試みであり，

険論や環境財政論は，正当

新版）』（ ，全６部 章編

部門 ３．税制と税制改

公債論と財政投融資を一体

また第２部にある「第７章

（ ）



環境と財政」「

財政学の歩みを

来型の枠組みを

立命館経済

第８章 芸術・文化と財政」

簡潔に紹介しているのも長所

脱していない。

学（第 巻・第３号）

は貴重な成果ではある。また

であるが，６部の編成から一

アダム・スミス以来の

見してわかるように従

その３は金澤

公共部門の全体

的に現代の財政

ある。第１部は

である。経費論

がもう１つの柱

は財政投融資，

史男編著『財政学』（全３部

像 ３．現代財政の特質」と

の体系的説明をめざしている

一般会計（狭義の財政）を扱

の延長に位置づけたと推察さ

であることを考えると，不適

政府間財政関係，社会保障財

章， ）である。これは

いう３部編成がとられている

。ここから学んだことは多い

ったと思われるが，「第３章

れるものの，公共投資は財政

切ではないだろうか。「第２

政，公企業論，財政の国際化

「１．財政の骨格 ２．

ように，大胆かつ創造

が，いくつかの疑問が

公共投資論」は不整合

投融資を活用するもの

部 公共部門の全体像」

を扱い，広義の現代財

政を把握されよ

私たちの体系で

組みとし，第２

分）の財政」「

かしながら，な

これまでの財

てきた。しかし

済学的財政学で

うとした意欲的な試みである

はまず一般会計，社会保険，

ステージ（第３部）で「軍事

社会保障の財政」「環境財政と

お慎重に検討したいと考える

政学体系やテキストには多く

，次第に明らかになってきた

は財政問題を批判的に分析し

。この展開に対して現在のと

財政投融資，中央・地方の財

財政と 」「インフラ整備

環境税」という展開を採用し

。

の成果があり，研究や教育に

次の限界があることも事実で

，財政，税制のあり方に階級

ころ否定的評価である。

政関係を現代財政の枠

（公共事業費と財投活用

ているからである。し

おいて多大の貢献をし

ある。第１に，社会経

性，つまり高所得者や

大資本優遇の性

の利益に沿うこ

の成果や計量分

に成功していな

第２に，公共

いて財政現象に

展開機能が所与

質や資本蓄積運動の規定性が

とを主張してきた。この点は

析の手法の摂取が十分でない

い。

経済学的財政学の限界を指摘

接近し，計量分析を過度に重

のものとされ，財政問題の階

あること，問題の解決や政策

今後も継承すべき長所である

こと，さらに現代財政の重層

したい。方法論的個人主義と

視することから，財政のもつ

級的対立的性格，つまり大資

論において国民多数者

が，反面主流派財政学

性を解明しうる体系化

効率性の公準にもとづ

資本制市場経済の維持，

本ないし大企業と労働，

勤労者，中小資

得者の再分配や

第３に，前述

や，現代財政の

われわれの体

た外国のテキス

政学』

本との対抗，調整の問題が追

その程度が検討されるにとど

した２つの意味での「２段階

重層性が整合的に説明されて

系化はこれらの限界を克服す

トをいくつか紹介しておく。

里中，八巻他訳，であ

求されない。そこではせいぜ

まる。

説明法」が十分意識されず，

いない。

ることを課題の１つとしたが

１つは，

り，つぎの全９章からなる。

い，高所得者と中低所

非経済的側面との統合

，このために参考にし

『現代財

第１章 公共

（財源論） ５

財政政策 ８章

その基本構成

第６章では再分

整だけでなく，

財政の特徴 ２章 国家比率

章 財政調整 ６章 所得再

経済成長と経済構造に与え

は伝統的であるが，第６―９

配が支出と課税の両面から統

経済成長，及び経済構造に対

（経費論） ３章 予算 ４章

分配のための財政政策 ７章

る財政政策の効果 第９章

章が現代財政の特質を説明す

一的に展開され，第７，８章

する影響の点からも考察され

国家資金調達の選択

好況と不況における

環境と財政

るための工夫である。

で財政政策が景気の調

ている。ついで９章は

（ ）



環境財政論を

次に「

（下）』，

現代財政

独立の章とし，環境保全を基

― 」であり，つぎの全７部

学の新しい体系（内山）

本的機能としたことに対応

章から構成される。

させたのである。

藪下訳『公共経済学（上）

第１部 イ

公共支出の理

福祉計画と所

クロ財政政策

ステイグリ

環境問題」を

画」に国防を

ントロダクション（公共部門

論（第９章 外部性と環境問題

得再分配，教育） ５部 租税の

ッツの体系は詳細に検討され

設け，環境税や環境財政論

独立の章としていることを指

の役割） ２部 厚生経済学

） ４部 支出計画（うち ―

理論 第６部 アメリカの

る必要があるが，ここでは

に正当な位置づけを与えてい

摘しておく。

の基礎（効率と公平） ３部

章 国防 医療，社会保険，

税制 ７部 地方財政とマ

第３部において「外部性と

ること，「第４部 支出計

その３は

部 章からな

この体系で

政という２つ

〈理論編

第 章 所

「

る。

（ ）

特記したいのは「第４部 福

の面から分析を掘り下げてい

（ ）

得分配 （

祉国家（ 全

る。

）

」であり，全５

４．

７章）」であり，理論と財

第 章 貧

第 章 社

〈支出と

第 章 社

第 章 年

第 章 保

第 章 教

困と差別 （

会保険と福祉国家 （

財源（ ）

会政策 （ ）

金と高齢化 （

健・医療 （ ）

育 （ ）

）

）

）

３．１ マ

これまで述

を根底で支え

３．マスグレイ

スグレイブの財政３機能論の

べてきたことは体系の編成上

るものでなければならない。

ブ財政機能論の意義と限界

意義

の問題であったが，機能論

財政機能論でこれまでスタ

や本質論の展開がこの体系

ンダードとされてきたのは

マスグレイ

を資源配分の

学的財政学に

マスグレイ

１．資源配

「社会財（

ブの所説（『財政理論』 ）で

調整，所得と富の再分配，経

おいて理論的出発点たる地位

ブ自身は，３大機能または予

分の調整（または配分機能）

公共財 筆者注）の供給，すな

ある。それは現代財政の機能

済安定化の３つに総括する

にあり， 年代以降支配

算政策の３つの目標を次の

わち全ての資源利用が私的財

，または予算政策の目標

。この３機能論は公共経済

的影響力を持ってきた。

ように規定している
）
。

と社会財にふり分けられ，

（ ）



そして社会財の

る。」

２．所得と富

立命館経済

組み合わせが選択される過

の再分配（または分配の調整）

学（第 巻・第３号）

程である。これは予算政策の配分機能と名づけられ

「所得と富の

に適合させるた

３．経済の安

「予算政策を

率を維持する手

を安定化機能と

以下，これら

分配の調整，つまり，社会が

めに分配を調整することであ

定化

，高雇用，妥当な水準での物

段として利用することである

呼ぶ。」

の機能に若干の説明を加える

分配の「公正な」あるいは

る。これは分配機能と呼ばれ

価安定，貿易と国際収支を考

。われわれは，これらすべて

。

「正しい」とみなす状態

る。」

慮した適切な経済成長

の目的に利用すること

第１機能の資

れないか，供給

する働きである

グレイブの表現

共財 筆者注）に

（純粋）公共財

わずにその財の

その公共サービ

源配分の調整とは，ある財や

量が過小になるので，政府が

。すなわち「市場の失敗（

では「ある場合（公共財 筆

は市場は非効率な方法でしか

は「排除不可能性」，つまり

便益を享受するものを排除で

スを消費しても，他の人の便

サービスの供給を市場機構に

必要な種類と量を公共財・公

）」という論理に

者注）に市場はまったく失敗

機能しない」とされている

外部経済効果（外部経済）をも

きないという性質と，「非競

益を減らすことがなく等量消

ゆだねると全く供給さ

共サービスとして供給

よる説明である。マス

するし，他の場合（準公
）
。

つために，対価を支払

合性」，つまりある人が

費されるという性質を

持つ。マスグレ

消防，防災，伝

供給する。

つぎに市場に

ゆがみが生じる

する場合には補

施設，文化施設

イブがあげた例示は大気浄化

染病検疫などでほぼ完全にこ

おいても供給可能だが，民間

財，つまり「準公共財」は，

助金が支出される。義務教育

，一部の社会資本などがこれ

装置や街灯であったが，灯台

の性質が成立し，政府が基本

企業にすべてをゆだねると，

政府によって供給されるか，

，高校，大学，障害者，高齢

にあたる。ここではその財の

，一般公園，一般道路，

的にこれらのすべてを

供給が不十分となるか，

民間の経営主体が供給

者などに関連する福祉

供給・消費によって得

られる便益が，

部経済や社会的

ると，社会的に

第２の再分配

所得や富の分配

る。どれほどの

のような分配が

それを直接消費していない人

便益が市場価格に確実に反映

見て過小な供給・消費となら

機能が要請されるのは市場機

における格差の発生が不可避

格差が容認できるかというこ

公正であるかを理論的に決め

や社会全体に及ぶという特徴

されないため，市場メカニズ

ざるを得ないのである。

構を通じて効率的な資源配分

であり，分配の状態が一般的

とは社会や人々の価値判断に

ることは難しい。しかし，大

を持つ。ところが，外

ムにのみ供給をゆだね

が達成されたとしても，

に公正でないためであ

よって様々であり，ど

きな所得格差やその拡

大は社会問題を

格差や大量の貧

な働きとしてい

マスグレイブ

への扶助を結合

たとえば公営住

発生させ，人々の不安や不満

困の存在は不公正であるとの

る。

は再分配の財政手段として３

した「租税―移転支払計画」

宅の財源を調達するために用

を高めることも事実である。

社会的合意が形成され，現代

つあげる。１つは高所得層へ

，第２に特に低所得層に提供

いられる累進課税，第３に，

こうして，大きな所得

財政はこの是正を重要

の累進課税と低所得層

される公共サービス，

主として高所得層によ

（ ）



って購入され

品への補助金

結果自体は再

現代財政

る商品（奢侈品 筆者注）への

との組合せである
）
。そして再

分配政策にとって決定的な問

学の新しい体系（内山）

課税と主に低所得の消費者

分配は不可避的に経済効率

題ではないとした上で，政

によって使用される他の商

の犠牲をともなうが，この

策が最適に実行されるため

に次の２点

牲を最小にし

マスグレイ

べている。「

の達成は市場

経済は重要

代におけるス

が考慮されねばならないこと

なければならない。 公正と

ブは現代の資本主義において

これらのターゲット（高雇用

システムを通じて自動的には

な変動にさらされるし，長期

タグフレーションの発生など

を強調する。「 どのような分

効率の衝突に対して調整，

公共政策による安定化の必

，物価の安定，対外収支の健全性

行われず，政策的誘導を必

にわたる大量失業やインフレ

で安定化政策に対する信頼

配上の変更も，効率の犠

均衡を図る必要がある
）
。」

要性について次のように述

，適切な経済成長 筆者注）

要とする。これなしでは，

ーションに苦しむ
）
。」 年

性の低下や批判が強まった。

とはいえ財政

いし景気変動

動安定装置），

安定化機

（ ），第５

り詳細な説明

「失業やイン

を意図する諸

政策が今日も金融政策と連動

の調整を果たしていること

他の１つはフィスカル・ポリ

能にたいするマスグレイブ

版（ ）において一定の変

（約４頁）をしていた。４版

フレーションの問題が単に総

措置は有効であるが，各種市

しながら多かれ少なかれ２

も事実であろう。１つはビル

シー（裁量的財政政策）によっ

の言及はその著『財政学』

化が見られる。第３版，第４

（３版もほぼ同様）では次の総

需要の過不足にもとづく限り

場の構造的な不均衡が原因

つの方法で安定化機能，な

トインスタビライザー（自

てである。

の第３版（ ），第４版

版ではこれについてかな

括的な指摘が注目される。

，総需要のコントロール

であるようなスタグフレー

ションを取り

５版ではそ

って不安定化

が重要な役割

は安定化政策

私はマスグ

性を認め，肯

扱う場合には有効性が低下す

れまでと同様，失業とインフ

の諸力がある国から他国に波

を演ずることが指摘されてい

の有効性の低下や弊害に対す

レイブによる３大機能への総

定的立場をとる。重要な限界

る
）
。」

レーションの並存や国民経

及し，問題が複雑になって

るものの，ごく簡単（ 頁

る影響が反映しているもの

括が重要な限界を持つこと

とは，この総括が国防費，

済の相互依存性の増大によ

いること，財政赤字の水準

）になっている。この事情

と推測される。

を留保した上で，その有効

警察費に代表される権力装

置の維持及び

的環境及び地

れるにつれて

とえばドイツ

日本ではまだ

最大の例は環

公共経済学

環境保全活動を資源配分機能

球規模の環境に対する保全が

ヨーロッパや日本の財政学テ

のツインマーマン ヘンケ
）
は

少ないものの井堀利宏教授
）
が

境保全であるとしている。

派に対して，社会経済学派の

に解消する点に見いだす。

政府の基本任務の１つであ

キストが基本的機能に追加

第４の機能として「環境目

同じく第４の機能として「

宮本憲一教授は現代国家の

後者については広狭の地域

るとの国際的合意が形成さ

するようになっている。た

標」を位置づけているし，

動学的最適化機能」をあげ，

機能を次の６つに総括して

いる。 資本

般的共同的条

盤づくり，及

の機能ないし

げていたし，

レイブ定式に

主義の経済社会秩序の維持

件の整備 流通信用の国内

び地域社会の統一管理
）

環

役割の整理であるから，国民

「環境・資源の管理」を早い

おける「所得再分配」や「経

生産の一般的共同的条件

的対外的条件の整備 資

境・資源の管理。これは財

的市場の統一に関わる「流

時期（ 年代初め）に正当に

済安定」は「資本主義の経

の創設・維持 生活の一

本や労働力の都市集中の基

政に限定しない，現代国家

通・信用」の条件整備をあ

位置づけていた。マスグ

済社会秩序の維持」に含め

（ ）



ていると思われ

イザー，フイス

の独自の意義は

立命館経済

る。しかし，そうなると大規

カル・ポリシー）の現代経済に

埋没してしまう。

学（第 巻・第３号）

模な所得再分配や経済安定機

おける重要性の過小評価にな

能（ビルトインスタビラ

らざるを得ないし，そ

また植田和弘

現代財政の機能

調整，社会秩序

質を国家の権能

し，権力的な強

文化的，経済的

出す
）
。

教授は同氏も編者の一人で

を次の３点に総括している。

・体制の維持 エコロジー

の二重性，すなわち「現代の

制と支配のための装置」であ

，政治的な経費支出に見られ

ある『現代財政学（新版）』（

インフラストラクチャーの

との調和，自然と人間の共生

国家は一方で軍隊，警察，裁

り，「他方で社会を統合し社

るように，国民的合意の組織

）の経費論において

整備 諸階級の利害

。そして現代経費の本

判所などに経費を支出

会的調和を図るための

者でもある」ことに見

この見解はマ

的に検討したこ

を持ち，また経

な示唆となった

欠陥を免れてい

な表現では計量

序・体制維持」

いった暴力装置

スグレイブ，サミュエルソン

とから得られている。環境保

費の２重性や現代国家の役割

。とはいえ，現代財政（また

ない。所得再分配は「諸階級

的な分析はできず，再分配の

はソフトハードの多面的な手

や権力機構の独自の役割や，

，ヴィクセル，リンダールら

全を３大機能の１つに位置づ

の二面性の論理は筆者におけ

は経費）の機能のうち環境保

の利害調整」に含めるものと

程度の問題は重要性を与えら

段で行われているのであり，

多額の費用を要する活動に適

の公共財の理論を批判

けたことは積極的意義

る本質論の展開に貴重

全以外の２点は重要な

思われるが，そのよう

れない。また「社会秩

軍隊，警察，刑務所と

切な評価を与えること

ができないので

３．２ 現代

わたしたちの

限界があるもの

ている３大機能

総括にとどまり

ある。

財政の５大機能論

著書は宮本教授や植田教授の

とみなしている。主要な理由

論への総括を一定の妥当性を

，致命的な限界があると考え

研究からその核心を学び摂取

は，マスグレイブや公共経済

持つものとして正当に評価し

るからである
）
。この結果，現

したが，同時に重要な

学が理論的出発点とし

，その上で経済主義的

代財政の機能は環境保

全，権力装置の

５大機能への

環境保全や権力

まれるから，そ

インフラストラ

スなどである。

本質的に異なる

維持両機能を加えて５つに総

総括について以下，その根拠

的活動は資源配分機能（国防

れらを自立させると資源配分

クチャー（一般的共同的条件）

国防や警察活動という固有の

ことは，故加藤栄一教授によ

括されることになる。（表１

を説明する。第１に，マスグ

，治安は市場で供給されない公共

機能はより狭い範囲となる。

の整備，防災，災害復旧，公

権力的活動とインフラ整備の

って明確に指摘されていた。

，参照）

レイブの３機能論では

財の一種とされる）に含

つまり，生産と生活の

教育，公的福祉サービ

ような資源配分機能が

それはアダム・スミス

の経費論評価に

う国防，司法（警

と司法という機

機能である。―

な体系が当然そ

は国防と司法と

関連してであったが，次のよ

察），公共土木事業，公共施設の

能と，後半の公共土木事業と

―国防と司法というほうは，

の外部に要請する，あるい

は違って，自然的自由の体系

うに説明されている。「この

建設と維持，筆者注）のうち，

公共施設の建設と維持という

スミスの自然的体系，自然的

は前提する国家機能である。

の完全な外部に設定される国

４つの機能（スミスのい

前半部分，つまり国防

機能とは質を異にする

自由という自明で単純

――この２つ（後半の）

家機能ではなくて，む

（ ）



しろこの中に

第２に，環

の主要任務と

現代財政

紛れ込んでこざるを得ない国

境問題に対する国際的国内的

することに異論はなくなると

学の新しい体系（内山）

家機能である
）
」

合意が形成される中で，環

思われるが，重要なことは

境保全を現代の国家や財政

これを経済学的にどのよう

に根拠づける

間の生活，生

ても弊害は少

個別的な政策

しかし 世

が先進諸国全

なった。この

かということである。私はこ

存，あるいは農林水産業など

ない。環境破壊が部分的で局

対応で可能であり，資源配分

紀後半の経済成長とともに，

体で，かつ途上国を含む地球

結果，環境制御，保全は国際

れを次のように説明した。

の産業に不可欠であり，環

地的な現象であるときには

機能に含めることができた

河川，海，大気，土壌など

規模で深刻化し，人類の生

的に政府の主要な任務の一

清浄で良好な自然環境が人

境保全を公共財の一種とし

，公害の防止というような

。

の汚染，破壊，地球温暖化

存を脅かしかねない状態と

つとなり，財政の主要機能

の一つとされ

ョン，少なく

ること，自然

防止が個々の

境政策は環

林育成，水源

きわめて有効

きたが，日本

るに至った。その理由として

ない高度技術といった経済社

はいったん破壊されると回

対応によるだけでは十分でな

境破壊に対する直接的な規制

涵養などの施策の他，炭素税

な手段である。それはヨーロ

やアメリカでは産業界の抵抗

，大量生産，大量廃棄，生

会システム全体によって環

復不可能なことが多いこと（

く，総合性を持たねばなら

（炭酸ガス排出量の縮減），課徴

他の環境税を政策手段とす

ッパ諸国では国民的合意を

のために大変遅れているの

活の電化，モータリゼーシ

境破壊が引き起こされてい

不可逆性），また環境破壊の

ないことがあげられる。環

金などの原因者負担，森

る。環境税の導入，強化は

得て導入，普及が進展して

が実情である
）
。

さらに経

注目したい

義の土地はそ

有は地代獲得

用水（水利権

ってそれらに

他方，河川，

済理論的には環境保全と広義

。３大生産要素の１つである

の代表）はその有限性と豊度及

の根拠となる。従来，有限

），海水・淡水面（漁業権）は

対する需要が増大すると，土

湖，海への排水，大気への排

の土地所有（自然的諸条件の排

土地（＝労働によって作り出し

び位置の優劣によって地代

性が自明であった土地自体（

所有の対象となる。ところが

地については地価上昇や都

煙，気候変動などは問題が

他的所有と利用）の関連に

たものでない自然的資源，狭

発生の要因となり，その所

地球の表面），鉱山（採掘権），

資本主義の発展にともな

市問題が発生，激化した。

かなり進行するまでは有限

性が意識され

響が証明され

を制約するだ

されてくる。

担は一種の料

環境保全の

地所有（自然

ない。公害が発生しても多く

ない限り，迅速な対応は行わ

けでなく，人々の健康，人類

直接的な排出規制は広い意味

金，環境税は主要な租税（所

経済理論的解明はいまだ十分

資源の所有論）の概念を用いて

の場合，汚染が局地的範囲

れにくかったといえる。し

の生存を脅かすようになる

での所有権の制限であるし

有権の経済的制限）として位置

であるとはいえないが，土地

，いっそう掘り下げられるべ

にとどまるか，被害や悪影

かし，環境問題が経済活動

と環境政策の手段が体系化

，課徴金のような原因者負

づけられる。環境問題や

（自然資源）の有限性や土

きであろう。

第３に「

国防（対外的

する，つまり

ある。それら

器を独占す

法的な暴力の

権力装置の維持」機能を自立

安全）という活動はインフラ

市場では供給されないか，供

は政府が関与ないし提供する

る軍隊や警察（暴力装置）が行

行使である。このような活動

させるのは次の理由にもとづ

整備や公教育サービスのよう

給不足になるために行うと

というよりも，国家に固有

う権力的活動である。その実

をインフラ整備や公教育と

く。警察（国内的安全）や

に「市場の失敗」に由来

いう性格はきわめて希薄で

の活動，すなわち武器や兵

際の行使は独占的かつ合

同一レベルで扱うとすれば，

（ ）



それはフイクシ

また軍事・警

の生命財産を守

立命館経済

ョンに他ならない。

察活動が階級的性格を帯びる

ることを建前としているが，

学（第 巻・第３号）

ことに注意すべきである。警

いつでもそうであるとは限ら

察活動はすべての国民

ない。あってはならな

いとはいえ，時

けて労働争議を

において戦争が

る行為であると

ものではなく，

アフガン戦争

てそうではなく

に警察権が罪もない人や弱者

鎮圧するし，ときには法を逸

余儀なくされた防衛戦争の場

いえる。しかしかつての 年

侵略戦争であった。近年，ア

（ ），イラク戦争（ ）は

，覇権主義兵器産業や産業・

に冷たく厳しく対応する。さ

脱して社会運動を強権的に取

合，それは主権を守り，国民

戦争（日中戦争，太平洋戦争）

メリカが中心当事国であった

，アメリカ国民を守る戦争で

金融界の利害に沿った性格が

らに経営者の要請を受

り締まる。真実の意味

全体の安全と財産を守

は明らかにそのような

湾岸戦争（ ），

あっただろうか。決し

濃厚である。戦争や軍

事行動は政治的

済学的説明の枠

て自立させるの

説明では警察費

行為であるが，軍事・警察費

内に閉じこめることなく，

である。したがって現代財

の分析に重要な地位を与える

４．現

はそれを経済的に支えている

「権力装置の維持（及び行使）」

政の説明では防衛費（国防費）

ことが欠かせない。

代財政の本質

のであり，財政学を経

を主要機能の１つとし

の分析に，地方財政の

現代財政の本

３つの機能を個

総括的に論じて

び安定―は，総

「同時に達成す

がめられる
）
」と

ばしば，さまざ

質を考察する上でも，マスグ

別に説明した後，「機能間の

いることである
）
。ここでは

合的な１つの予算政策に統合

ることは可能だが，現実にこ

している。問題は対立である

まな政策目標自体にある価値

レイブの理論は，重要な手が

調整と対立（

「いかにすれば財政政策の３つ

できるか」が課題とされ，理

の理想は遂行されない。対立

が，それは次のことを指し

を評価せずに策定される。個

かりを与える。それは

）」を

の機能―配分，分配及

論的には３つの目標を

が生じ，政策決定はゆ

ている。「予算計画がし

人及び集団の利害が実

施段階で衝突し

分と再分配，資

が検討され，次

整された部門別

むしろそれは現

注目したいの

目標間に厳しい

，その結果１つの目標の達成

源配分と経済安定，再分配と

の結論的叙述を導いている。

予算に関する規範的観点は，

実の財政運営を評価し，財政

は３つの目標（機能）の同時

対立があり，ある目標の達成

がしばしば他の目標の犠牲

経済安定，再分配と経済成長

「これらの潜在的な諸対立を

財政過程の現実の記述となら

制度の正否を評価するための

達成は規範的理論のうえでは

は他の目標を犠牲にするとし

を伴う
）
。」次いで資源配

という各機能間の対立

観察すると，巧みに調

ないことは明白である。

基準である
）
。」

可能だが，現実には諸

た点である。このこと

はマスグレイブ

していたからで

る。すなわち，

て理解され，集

３部門（機能

再分配，経済安

が経済内部の利害の対立や衝

ある。しかしながらここでも

経済における対立とその調整

団間の違いはせいぜい高所得

）間の対立の重要性に着目し

定の３部門に分離し，各部門

突が財政運営に鋭く反映され

方法論的個人主義の限界がい

はさまざまな利害を持つ諸個

者と中低所得者のグループに

た柴田弘文教授は，マスグレ

が独立に所与の機能を果たす

ることの重要性を理解

っそうの堀下げを妨げ

人や諸個人の集団とし

区分されるだけである。

イブが財政を資源配分，

べきだとしたことを批

（ ）



判し，「所得

張する。同

問題を一般均

現代財政

再分配と公共財供給（資源配

教授はマスグレイブやその思

衡図によって証明している。

学の新しい体系（内山）

分，内山 注）は一体として運

索の淵源である の学

それが示しているのは「強

営されるべき」ことを主

説を概観した上で，この

制的所得再分配後に両者が

それぞれ単独

所得移転と公

人間の所得移

給と組み合わ

ている
）
。

資本制市場

者や勤労者の

で獲得できる効用は，全員一

共財供給が同時に行われる場

転は独立して行われるならば

されるとプラスサムとなり全

社会における諸集団の対立と

階級，大資本と中小資本，大

致で獲得できる効用より低

合，両者の協調が可能とな

ゼロサムの特質から強制に

員一致で協調的に行われる

調整は原理的には資本と労

資本と自営業者層，勤労諸

い」ことであるが，それは

るからである。そして「個

よるほかないが，公共財供

ことがわかる」と結論付け

働，現実には大資本と労働

階級間の各対立及び調整と

して表れ，現

の権益保持に

として把握さ

論拡充の延長

のあり方は

統合の要請」

るといえる
）
。

民的統合の要

実の財政は予算の編成が大筋

傾斜している。しかしながら

れない。現実の対立と調整を

線上に現代財政の本質論に新

「大資本の経済的支配力（階

という３つの要因によって規

言い換えると「大資本の支

請」が部分的あるいは決定

で大資本の利害に沿い，他

，マスグレイブなどにあっ

そのようなものとして考察

しい地平が切り開かれる。

級性）」「国家の自立性（官僚制

定され，その本質は「３つ

配力」と「国家の自立性」の

的な影響力を持つことを通じ

方では官僚集団や軍事機構

ては財政がそのようなもの

するとき，現代財政の機能

結論的にいうと，現代財政

，軍事警察機構）」「国民的

の要因の対抗と調整」であ

対抗と調整（協力）に「国

て，現代財政のあり方（例

えば予算）を

ける権力的性

まえたもので

国民的統合

諸民族を一つ

や国内市場の

あり，またそ

規定するのである。宮本憲一

格を重視すべきことを強調し

ある
）
。

性については，若干の説明を

の国民に統合する必要があり

統一に照応している。様々な

れぞれ個別的利害を持ってい

教授は最近の論文においても

ているが，私の財政機能論

要する。資本主義に適合す

，国民国家の性格を帯びる

人民の諸階層や被支配階級

るが，同時に一つの国民と

財政活動や公共政策にお

や本質規定はこれを十分ふ

る近代国家は人民諸階層や

が，これは国民経済の形成

は資本との間に利害対立が

して共通の利害や帰属意識

があり，国民

となくして国

除去をたえず

財政のあり

説明しよう

性が優位であ

が大きな意味

的統合の基盤となっている。

民国家を維持できず，程度に

求められるのである。

方は国家や政府の性格を前提

。日本の高度成長期（ ―

った。官僚制がインフラ整備

を持ったことは事実だが，直

政府や議会，官僚制はこの

差異こそあれ，統合を破壊

とするが，これを念頭にお

）には，経済的支配者たる大

や国家市場の創出等政策面

接間接に大資本の意向を自

国民的統合性を確保するこ

，ないし弱化させる要因の

きつつ具体的事例に則して

資本の財政に対する規定

で経済成長を支援し，これ

発的に汲み取ったものであ

ったといえ

ン・トライア

この同盟が経

の自立性を包

制約から軍事

因とする。視

よう。戦後の日本では「与党

ングル（鉄の３角同盟）が財

済成長や経済大国化を第一義

摂したといってよい。国家の

機構（軍隊）の力が経済力に

点を変えると国家の安全を在

政治家―官僚制―経済界（

政金融だけでなく社会全体を

的に重視したという意味で

自立性の劣位は戦前の強大

比して弱体（特に 年代まで

日米軍やアメリカ太平洋軍

財界）」（政官財）のアイア

支配したと考えられたが，

は，大資本の支配力が国家

な軍国主義の反省や憲法の

）であったことを主要な原

に依存してきたのであり，

（ ）



これは日本の軍

小泉首相（

きる。それは市

立命館経済

事面外交面での対米従属の根

― ）の下での構造改革は

場機能を過度に重視する新自

学（第 巻・第３号）

拠となってきた。

大資本の優位性がより強く発

由主義の経済観と政策論にも

現したと見ることがで

とづいて一方では社会

的弱者や国民に

カット，郵政３

はならないだろ

「国家の自立

機にあるときに

ッパの福祉国家

主義運動に対抗

犠牲と負担を強いて国民的統

事業や特殊法人の民営化によ

う。

性」の優位は一般的には国民

顕現する。平時では国民的統

」をあげることができる。福

することを大きな動機として

合性を弱化させた。他面で肥

って官僚制に一定の打撃を与

国家が他国との戦争状態，あ

合性と結合してあらわれた典

祉国家の成立はロシア・東欧

いたが，軍事的政治的対峙の

大化した財政の抑制，

えたことも見落として

るいは社会的経済的危

型例として「西ヨーロ

の社会主義体制や社会

ために国家の自立性が

前面に押し出さ

このことは大資

の肥大化によっ

上述の３点は

民主主義の諸原

ない。私は手続

則を重視するが

きわめて大きい

れ，これに国民的支持を獲得

本が相対的に後景に退き，国

て非効率や官僚主義も増幅さ

現代財政を規定する本質的要

則と公共性（ないし国民主権）

き・ルールに関する３つと実

，これらは公共性の実質や国

のである
）
。（表１，参照）

する基盤として体系的福祉が

民的統合性の強化になるとと

れ，それらは経済的停滞の要

因であるが，それらの対抗，

の外皮の下で遂行されること

質・内容に関する５つを合せ

民的統合性を強化する武器と

構築されたのである。

もに，行政部門や財政

因に転化していく
）
。

調整のプロセスは財政

に留意しなければなら

た財政民主主義の８原

して活用できる余地が

現代財政の本

財政の民主的改

人々の自立性

るといってよい

止，国民諸階層

策体系を持たね

１つは大資本

質を３つの要因の「対抗と調

革について，これまで不鮮

（自由権）と協力・連帯を最大

。焦点は，国民的統合性の

の利害調整など）にあり，これ

ばならないことになる。

の支配力に対する規制である

整」に見いだすと，社会の民

明であった課題が見えてくる

限確保できる包括的諸条件を

改善（社会的弱者の保護，所得格

を達成するためには他の２要

。具体的には大資本や投機的

主的変革の一環である

。財政民主化の戦略は

整え強化することであ

差や地域格差の拡大の防

因を制約・規制する政

資本の反社会的で，人

間の健康や命を

ことである。他

受けているから

第２に，国家

の問題点，すな

にとどまらず，

劣化の原因とな

脅かし，そして自然環境に破

方で大資本やそこから分配を

，累進課税などの方法で適切

の自立性を制約する方法が追

わち浪費や非効率，官僚主義

国家や行政部門の肥大化は人

る危険をはらむ。さらに日本

壊的な経済活動を制限する立

受ける富裕層は財政活動を通

な負担を求めることが欠かせ

求されなければならない。大

の弊害は今日なお未解決の問

々の国家に対する隷属を生み

の軍事力や軍事機構の強化は

法や財政措置を講じる

じて直接間接の便益を

ない。

きな政府，大きな財政

題である。しかもこれ

出しかねず，民主主義

財政負担の増加をもた

らし，東アジア

革，つまり中央

方自治の強化は

り，国民生活の

年金の各保険）

がこれを直接所

の国際的安定や安全の脅威と

政府への権限と財源の集中

もっとも基本的な方法である

重要な基盤となっている。そ

で 兆円（ 年， 兆円）

管しているが，神野直彦，金

なるから，この抑制は決定的

を改め地方政府（自治体）への

。社会保険を通じた今日の社

れは日本の場合，４大社会保

を超え，国民所得の ％にも

子勝両教授らが主張するよ

に重要である。分権改

権限と税源の移譲，地

会保障給付は巨額に上

険（雇用，医療，介護，

達する。現在中央政府

うに社会保険政府（また

（ ）



は社会保障基

さらに政府

ター）」の全

現代財政

金政府）として自立させること

（公共セクター），市場セクタ

面的活用である。ここには一

学の新しい体系（内山）

が望ましい
）
。

ーと区別される「社会的セ

定の社会的性格，公共性を持

クター（またはサード・セク

った協同組合，教育研究

機関，医療福

第３のセクタ

し，政府は費

である。これ

を制約するの

祉施設，職業訓練機関，

ーであるというのは一部市場

用の一部を公費負担するが

によって非効率や官僚主義

である。

， ，市民組織など広範

システムを活用し，一部公

，経営は各組織に委ねる（

の弊害を除去するとともに，

ま と め

な領域を含む。これらが

的責任を認めることを意味

）から

「国家＝官僚制の自立性」

わたしは編

開した。しか

財政論やフィ

さらに機能論

残されている

本の資本蓄積

著『現代の財政』において上

しながら，なすべくして果た

スカル・ポリシー論は当然独

や本質論にもとづいて「現代

。グローバリゼーションの進

は多国籍企業または世界企業

記で述べてきた現代財政学

せなかったこと，未解決の

立の章とすべきであるし，

の資本蓄積と財政の関係」

展，地球規模での浸透や国

の形態で行われている。そ

の新しい体系を構想し，展

問題がいくつかある。教育

整合性を欠く部分もある。

を理論的に解明する問題が

民国家の変容の下で，大資

して産業構造は情報化や知

識集約化が急

やノウハウを

資本蓄積の条

財政学の最も

となろう。

本書は望ま

失敗」が同時

速に進行し，かつての規模

基軸として，複数の産業分野で高

件と形態が財政の諸活動とど

重要な理論問題である。民主

しい財政のあり方を「自立

かつ一体的に克服できる基本

の経済に加えて，範囲の経済

収益を上げる効果）が威力を持

のような有機的関連を持つ

的変革の政策課題はこの研

と連帯を支える財政」とし，

政策を次の４つに整理した

（競争力のコアとなる新技術

ちつつある。このような

かを解明することは，現代

究によっていっそう説得的

「市場の失敗」と「政府の

。

第１ 機会

第２ 機会

縮小

る。

第３ 自立

和的

第４ 地域

の平等の最大限保障，人々の

の不平等が固定化しないよう

を図るとともに，すべての

と連帯を支える財政を先進国

な手段による国際貢献を追求

的及び地球規模の環境保全に

自立を可能にするハード，

，高度の所得・資産の再分

人々，地域（都市と農村）が協

と途上国の間にも適用する

する。

対して，経済力にふさわし

ソフトの条件整備。

配によって結果の不平等の

力・連帯する条件を整え

こと，軍事的貢献でなく平

い財政的費用と責任を分担

し，

個々の政策

私たちは現代

解明に地道に

あろう。

積極的に貢献する。

が現実の諸制約を考慮して検

財政の理論（機能論，本質論

取り組みたいと考えているが

討され，実行可能な諸政策

）に依拠して，これからも財

，このことは理論の豊富化

の提起が求められている。

政問題の分析と政策課題の

，独創的展開につながるで

（ ）



） 内山編

音 郎（

立命館経済

著『現代の財政』及び本稿の執筆

和歌山大学），金澤史男（横浜国

学（第 巻・第３号）

注

に際して渋谷博史（東京大学）

立大学），関口浩（法政大学）の

，）植田和弘（京都大学，河

各教授から貴重なコメント，

助言をい

） 神野直

社会科学

領域を形

政策総合

とを主張

究を可能

現し得る

利益を見

ただいた。記して厚く御礼申し上

彦教授に代表される。同教授によ

の個別領域からアプローチするの

成しなければならない」神野直彦

科学へ」という副題を付した論文

している。「〔財政学が隣接科学領

にするよう枠組みを設定すること

政策利益効果と，その財源調達に

出せるような政策選択方式を開発

げる。

ると「財政学は財政現象を経済

ではなく，境界領域の〈総合社

『財政学』 大川政

「現代財政政策研究の方向」に

域に踏み込むとしても――〕租

である。――個々の政策目的の

要する国民経済的負担費用とを

することである。」に本財政学

学，政治学，社会学という

会科学 として固有の学問

三教授は「租税政策学から

おいて次のように類似のこ

税と政府経費との一体的研

ための政府経費によって実

比較し，最大の国民経済的

会編，財政研究第２巻『少

子化時代

） このよ

要かつ貴

ステイ

東洋経済

）

日本語

の政策形成』 ，所収。

うな現代財政学の理論構成は次の

重な示唆を得た。

グリッツ， （藪下史郎訳）［

新報社（ ［ ］

）。

［ ］

訳にあたって同書第３版（ ）

２著と近似している。本書の内

― ］『ステイグリッツ公共

の訳である木下和夫監修，大阪

容確定に当って両書から重

経済学（第２版）』上下，

大学財政研究会訳［ ］

『財政学』

）

）

）

）

）

）

『ツインマ

・ ・ ，有 閣，を参考に

［ ］

ーマン ヘンケ現代財政学』

した。以下同じ。

里

年，第１章，９章参照。

中，半谷，平井，八巻，訳

） 井堀利

年，

） 第５の

規制し，

るために

） 重森・

づけは「

務とした

かすこと

宏［ ］『要説 日本の財政』

では「将来世代への配慮（機能）

機能は原文では次の通りである。

資本や労働力の都市集中の基盤を

，地域社会を統一し管理すること

鶴田・植田編著『現代財政学（新

第７章 環境と財政」という独立

ことにもとづく。「環境制御は―

のできない主要課題である」（同

第１章，参照。同教授は近著『ゼ

」としている。

「第５は，資本の本源的蓄積を

つくり，同時にここから生まれ

である。」宮本憲一『現代資本主

版）』 ， 参照。環

の章に結実しているが，これは

―人間の生存を確保し，発達の

書， ）

ミナール公共経済学入門』

助成し，独占や土地所有を

る地域的な諸矛盾を調整す

義と国家』 ，

境保全に対する正当な位置

環境制御を国家の基本的任

条件を整備していく上で欠

）

論自体は

想定した

見方は政

［ ］

（藪下

）

は次のように述べてマスグレイ

承認している。「今日では政府活

ように明確に分割できないことが

府が行っている無数の経済活動

史郎訳）［ ― ］『ステイグリ

ブが３機能分割を想定していた

動は３機能の面で相互に絡み合

明らかになっている。しかしな

を考察する上で便宜的な方法を

ッツ公共経済学（第２版）』上

ことを批判しつつも，機能

っており，マスグレイブが

がら「３つの機能」という

提供する」（

ステイグリッツ，

下，東洋経済新報社 訳，

（ ）



） 藤栄

経済理

「前段

現代財政

一『現代資本主義と福祉国家』

論学会編『現代資本主義と国家

の２つの国家機能はスミスのい

学の新しい体系（内山）

の「補論２ 現代資本主義と国

』 年，である。同様のことは

わば原理的な論理がその外部に

家」 この論文の初出は

次のようにも表現されている。

する国家機能である

のに対

る）」

） 内山

） マス

は「諸

）

）

）

） 柴田

して，あとの２つの国家機能は

同書

編著『現代の財政』 ，

グレイブの

機能の調整と衝突」となってい

弘文「所得再分配と資源配分の

スミスの段階論的な認識から拾

，参照。

の１版（

たが，第５版（ ）では単に

分離対同時決定」，日本財政学会

い上げられた国家機能（であ

）から第４版（ ）まで

「諸機能の調整」となっている。

編『グローバル化と現代財政

の課題

） ３つ

うとこ

「国家

で国家

主主義

とは実

い込ま

） 宮本

』 年，

の要因の析出は柄谷行人『世界

ろが大きい。たとえば国家の自

の自立性はそれが他の国家に対し

の自立性を端的に示すのは，軍

に関する次の叙述は，財政民主

質的に完了あるいはそれに類す

せる，手のこんだ手続きである

憲一教授は最近の論文「政治経

共和国へ―資本＝ネーション＝国

立性についての次の指摘は本質規

て存在するという位相において

・官僚機構という「実体」である

主義の実質化を考えるときに参考

る者たちが立案したことを，国民

」同書

済学としての財政学―国家と「市

家を超えて』岩波新書，にお

定の重要な手がかりとなった。

のみ見いだされる。その意味

」同書 また議会制民

となろう。「議会制民主主義

が自分で決めたかのように思

民的公共性」（ ）をめぐ

って」

述べて

する国

してみ

である

まう」

） 加藤

の発展

において，財政活動の権力的性

いる。「新しい財政学は――経済

家の経済活動を扱わねばならぬ

るのではなく，市民社会と資本

。――公権力論抜きの財政学や

日本財政学会編，財政研究第２

栄一教授は「 世紀の福祉国家

期には階級国家と体制国家とい

格の重要性について神野教授の所

，政治，社会の３領域について

だろう。神野教授と私との違いは

主義経済を国民国家として維持す

公共政策論は，国家＝公共部門の

巻『少子化時代の政策形成』

の登場と定着の論理」を次のよう

うのはいわば一元的に統一されて

説に言及しながら次のように

の財政の機能とそれらを統合

国家をたんに共同体の延長と

る権力性を重視していること

性格の理解を一面的にしてし

，所収。

に説明している。「資本主義

いたのに対して，今やそれが

分離し

よって

主義的

いわば

かたち

） 財政

義は再

） 神野

，（国家の媒介による諸利害の調

，階級国家としてのせいかくを

な資本主義のイデオロギーとは

国民を中間階級化していく，逆

で登場してくる」前出。

民主主義の８原則については内

生できるか」労働運動総合研究

直彦・金子勝編『福祉政府への

整を通して，筆者注）資本主義

希釈化していかざるをえない。福

きわめて相反する所得再配分ある

にそのことを通してのみ階級国家

山編著『現代の財政』のプロロー

所「労働総研クオータリー」 号

提言』 年参照。

国家は体制国家化することに

祉国家というのは本来の自由

いは資産再配分機能を通して，

の喪失をくいとめる，という

グ，及び「日本の財政民主主

， 年所収，参照。

（ ）


